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以下、各章の内容を簡単に整理しよう（2 節、3 節、4 節）。そのあとに我々は、デイント
ンの時間意識のモデル構築が不全であることを示すとともに、そのモデルを徹底的に崩壊
へと導くつもりだ（5 節、6 節）。 
 
2. 共-意識と共時的統一  
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 第 3 章でデイントンは、意識経験の統一の基礎となるのは何らかの空間的特性である（も
しくは、共-意識は空間的特性に基礎をもつ）という主張（「S テーゼ」）を批判する。まず、


























験 e1と別の経験 e3の両方に対して共-意識の関係にあるまた別の経験 e2が存在することは
確からしいように思われる。だがしかし、分離脳の手術を受けた被験者自身にとってはも
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図(a) デイントンのモデル。(b) デイントンのモデルから PPCを差し引いたもの。A1と A2は時間
的に隣接する二つの気づき行為、C1と C2はそれら二つの気づき行為の内容。デイントンのモデルで
は A1の時間幅と C1の時間幅は一致するが（A2と C2についても同様）、PPCを差し引いたモデルでは
A1の時間幅と C1の時間幅は一致しない（A2と C2についても同様）。 
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時的に隣接する二つの経験があり、それらは同じ時間幅 T の内容 C1と C2に気づいている
としよう。そして、その気づき行為を A1と A2と呼ぶ。ここで、A1と A2が時間的にオー
バーラップしつつも、A1の時間幅はT- (< T)であり、A2の時間幅は T+ (>T)であるとする余
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いる(Pascual-Leone & Walsh, 2001)。 
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